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（1） a.  まとめの接続表現は、それまで述べてきた談話の内容を一括し、後続
部でその内容を凝縮して提示することを示す。
   （日本語記述文法研究会（編）2009: 130）
 b.  後続部には、長い 1 文や複数の文、ときには複数の段落にまたがるよ
うな大きなまとまりが用いられることが多い。 （同 2009: 131）
 c.  「このように」は、それまでの内容をまとめて提示するものとしてはもっ
とも一般的なものである。 （同 2009: 131）
（2）  私は 6 人きょうだいの下から 2 番目で、服も鞄も自転車も兄や姉のお下
がりばかりだった。私の友人は 4 人きょうだいの末っ子で、高校生になっ
てもまだ 1 人部屋がもらえないとこぼしている。このように、きょうだ















導入することが出来ず、「再提示」（俵山 2007: 219）の機能を持つとされる 4。
俵山（2007）の分析は「このように」の後文脈が持つ意味的性質について言及
















 a.  ｛このように／以上のように｝、「国語」という言葉は、国家という政治
的な単位と密接に関わる言葉である。





























































 a.  ｛# このことから／ # 以上のことから｝、「国語」という言葉は、国家と
いう政治的な単位と密接に関わる言葉である。








































































   「このように」は、前文脈を根拠とした書き手の判断を導くことができ
ず、後文脈には帰納的な抽象化を行った内容が現れる。
 b. 「このことから」の後文脈に対する意味的制約













て実例データを収集した 11。検索例のうち上位 100 例に現れた述語をまとめた
のが、以下の表である 12。





 後方共起 1（キーから 1 語）：様（語彙素）
 後方共起 2（キーから 2 語）：に（書字出現形）















































































































































































（12） a.  文章の基本的単位は、文（sentence）ではなく、むしろ段落（paragraph）
である。段落は 1 つのまとまりのある考えを表わすものであり、その
中で文はそれぞれ緊密に結びついて 1 つの統一体を形づくる。伝える



































（13） a.  人間の男の胎児では、妊娠八週頃から精巣にアンドロゲンが分泌され
始め、妊娠十六週を最高に妊娠二十六週くらいまで多量のアンドロゲ
















い値を示すことが分かった（第 1 ‐ 2 ‐ 五十六図）。このことから、
我が国企業が、これらの品目において量産品では優位性を失いながら
も、輸出をより高品位・高機能製品へシフトすることによってその競
争力を維持していると　見る　ことが可能である。
（OW4X_00117）
表 2 についての説明でも述べたように、「このことから」と共起する述語に
は「考える」、「言える」などが多く、明らかに語彙的な傾向性が読み取れる。
また、「見る」のように語彙的には知覚を表すと考えられる述語も、（13c）の
ように「推測する」といった意味合いで使用されることがあり、思考や判断と
（24）
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いった意味との結びつきが認められる。このような事実は、（11b）に示した
本稿の分析を支持するものであると言えるだろう。
ここまでの内容をまとめると、以下のようになる。「このように」はあくま
でも前文脈の帰納的な抽象化（俵山（2007: 219）の言う「再提示」に相当）に
主眼があるため、前文脈の内容に依存して後文脈が種々の述語をとる一方、前
文脈を前提とした推論を展開することはできない 16。それに対し、「このことか
ら」は前文脈を前提として判断、推論を展開する（俵山（2007: 220）の言う「書
き手の判断提示」に相当）ことを主な機能とするため、主節述語には判断や推
論と結びついたものが選ばれやすい。BCCWJ における「このように」および「こ
のことから」と共起する述語の分布は、このように、（11）の記述的一般化と
も整合的な形で説明される。
４．指導方法の提案
ここまでの分析を踏まえ、本節では、“まとめ”を表す接続表現に関する具
体的な指導方法の提案を行う。高等教育機関等におけるレポート・論文作成を
念頭に置いた作文指導においては、自らの主体的な考えを論理的に表現するこ
とが求められる。従って、作文指導にあたって“まとめ”の接続表現を扱う場
合には、「このことから」のような書き手の判断を導く機能を持つ接続表現は、
取り上げる表現項目としても重要であると考える。
3 節の議論を簡略化して述べれば、同じく“まとめ”を表す接続表現であっ
ても、「このように」は「具体的事例に続けて筆者の意見を述べることができ
ない」のに対して、「このことから」ではそれが可能であるということになる。
そこで、本研究では“まとめ”を表す接続表現について、以下のように指導す
ることを提案する。
（14）  “まとめ”を表す接続表現について、先行する具体的事例を単に抽象化し
て述べる場合には「このように（以上のように）」を使い、具体的事例を
根拠とした書き手の主張を述べる場合には「このことから（以上のこと
から）」を使う。
16 ただし、前文脈において判断や推論が述べられている（6）のような場合には、
後文脈にもそのような要素が現れることができる。この点は、（11）に示した本
稿における分析と矛盾しない。
（25）
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既に述べたように、“まとめ”という従来の用語のみでは後文脈の制約を十
分に説明することができず、実際の指導においても困難が生じる可能性がある。
“まとめ”を表す接続表現として「このように」と「このことから」を並行的
に扱い、その違いを説明しながら作文指導に導入することで、学習者が“まと
め”という言葉によって混乱する状況（すなわち、（5b）や（7a）のような文
を産出する状況）を減らすことができるのではないかと期待される。
５．おわりに
本研究の主張は以下のようにまとめられる。
i.  “まとめ”を表す接続表現のうち、「このように」は、前文脈を根拠とし
た書き手の判断を述べることができないのに対し、「このことから」では
それが可能である。
ii.  「このように」を国語教育において導入する際は、「このことから」との
差異に注意し、前者が前文脈の抽象化のみを行うのに対し、後者は前文
脈を根拠にした書き手の判断を述べることが可能であると説明する。
従来、“まとめ”を表す接続表現として主にとりあげられてきたのは「この
ように／以上のように／要するに」といった、「前文脈を根拠とした書き手の
判断を述べることができないタイプ」であり 17、それ以外のタイプが表す“ま
とめ”の性質の記述は、十分に明らかにされていない。接続表現は日本語表現
法を扱ったテキストにおいても関心が高く、国語教育への応用を念頭に置いた
分析により、作文指導等に有益な観点が得られる可能性がある。今後は“まと
め”を表す接続表現について体系的な記述を進める必要があるほか、本稿が行っ
た提案の効果測定なども実施する必要があるが、いずれも機会を改めて論じた
い。
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